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11
月
14

日
（
木
）
、
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
で
「
世
界
糖
尿

病
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
並
び
に
新
城
保
健
所
と
の
合
同

開
催
で
、
看
護
師
に
よ
る
看
護
相
談
や
管
理
栄
養
士
に
よ

る
食
事
指
導
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
・
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー

ナ
ー
な
ど
多
彩
な
企
画
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

世
界
糖
尿
病
デ
ー
（
毎
年
11
月
14
日
）
と
は
、
糖
尿
病

の
脅
威
が
世
界
的
に
拡
大
す
る
の
を
受
け
、
世
界
規
模
で

糖
尿
病
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
し
よ
う
と
、
平
成
３
年
に

国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が
定
め
た
国
際
デ
ー
で
す
。 

 

日
本
で
は
、
平
成
19

年
の
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
よ

る
と
糖
尿
病
の
疑
い
が
強
い
人
は
約
８
９
０
万
人
に
上
り

ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
約
４
割
は
ほ
と
ん
ど
治
療
を
受
け

て
い
な
い
と
見
ら
れ
て
お
り
、
糖
尿
病
に
対
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 日時 毎週金曜日 

    午前１０時から11時 

 場所 市民病院２階 

    外来研修室 

予約不要です。開催日に直接
会場へお越しください。市民
病院の医療スタッフが毎回
テーマを変えてわかりやすく
お話します。お気軽にご参加
ください！ 

 
  

放
っ
て
お
く
と
重
大
な
合
併
症
に
！ 

 
  

早
期
の
治
療
が
重
症
化
を
防
ぐ 

 

糖
尿
病
は
、
初
期
の
段
階
で
は
痛
み
な
ど
の
自

覚
症
状
が
な
い
た
め
、
健
康
診
断
な
ど
で
高
血
糖

と
わ
か
っ
て
も
治
療
を
受
け
な
い
人
が
多
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
検
査
を
受
け
、
医

師
の
指
導
の
も
と
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣

を
改
善
し
、
重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

 
 

１１月１４日は 

世界糖尿病デー 

フットケア・ 

フットマッサージ 

生活習慣アンケート 

と啓発品配布 

看護師による 

看護相談 

栄養士による 

食事指導 

糖尿病性神経障害 

最も早く出現する合併

症。手足のしびれや自律

神経障害が出る。 

糖尿病性網膜症 

視力が悪くなり、最悪の

場合失明することも。 

糖尿病性腎症 

腎臓のろ過機能が低下

し、毎年１万人以上の人

が人工透析を導入。 

ご利用ください！ 

市民病院の 

糖尿病教室 
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感
染
性
胃
腸
炎
は
、
冬
場
に
流
行
す
る
代
表
的
な

感
染
症
で
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
微
生
物
が
原
因

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
に
お
い
て
も
、
今
年
11

月

第
２
週
の
愛
知
県
感
染
症
情
報
に
よ
る
と
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
の
増
加
が
見
ら

れ
ま
す
。
特
に
、
学
校
や
保
育
園
、
老
人
施
設
な
ど

で
は
大
規
模
な
流
行
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
細
心
の

注
意
が
必
要
で
す
。 

     
 

 

看
護
助
手
（
非
常
勤
） 

若
干
名 

  

・
入
院
患
者
さ
ん
の
生
活
援
助 

 
 

患
者
さ
ん
の
移
送
、
病
室
へ
の
配
膳
、
入
浴
や 

 
 

清
拭
の
介
助
、
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
な
ど 

 

・
医
療
機
器
等
の
洗
浄
業
務 

  

59
歳
以
下
の
方
で
、
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
ま
た
は

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
資

格
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
資
格
を
取
得
す
る

意
志
の
あ
る
方 

  

フ
ル
タ
イ
ム
で
勤
務
で
き
る
方 

 

時
間
給
８
５
０
円
～
９
５
０
円 

 

通
勤
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
支
給 

  

随
時
受
付
中
（
応
募
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
） 

 

受
付
時
間 

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 

受
付
場
所 

市
民
病
院
総
務
企
画
課
（
郵
送
可
） 

 

応
募
書
類 

履
歴
書
・
資
格
を
証
す
る
書
類
の
写 

 
 

 
 

 
 

し
（
資
格
を
有
す
る
方
の
み
） 

  

試
験
は
随
時
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

内
容 

作
文
、
面
接 

募
集
職
種
・
人
員 

勤
務
条
件
・
待
遇 

応
募
方
法 

    

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
咳
や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
に
は
、
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
病
原
体
が
大
量
に
含
ま
れ
て
お
り
、
マ
ス

ク
を
せ
ず
に
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、
飛
沫
が
１

～
２
メ
ー
ト
ル
飛
び
散
り
、
感
染
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
周
囲
の
人
に
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
、
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

★
マ
ス
ク
を
鼻
と
口
を
確
実
に

覆
う
よ
う
に
着
用
し
ま
し
ょ

う
。 

★
咳
・
く
し
ゃ
み
の
と
き
は

鼻
と
口
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
覆

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
周
囲

の
人
か
ら
な
る
べ
く
離
れ
、

顔
を
そ
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

★
使
用
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、

す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま

し
ょ
う
。 

 

業
務
内
容 

応
募
資
格 

試
験 

❶手洗い 

 調理や食事の前と、トイレの後には、石け
んと流水で十分に手を洗いましょう。 

❷汚物の処理方法 

 便やおう吐物を処理するときは、使い捨て
手袋、マスク、エプロンを着用し、処理後は
石けんと流水で十分に手を洗いましょう。 

❸二枚貝の調理方法 

 カキなどの二枚貝は中心部まで十分に加熱
しましょう。（中心温度８５℃で１分以上の
加熱が必要） 

口と鼻を覆う マスクを着用 すぐに捨てる 


